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歴史：
　断層映像研究会は日本医学放射線学会の正式な

子学会である。此れが故に、学会とは称せず研究

会ではある。しかし 43 年の間、全国の各施設の長

が力を合わせて、先駆けの研究、後輩の育成を実

践してきた伝統ある会である。 

　当会は CI の魁である断層撮影にいち早く注目し

発足された。第一回は、昭和 48 年 2 月に福島医大

の松川明先生が開催、同年 9 月 25 日に第 1 巻 第 1

号が発行、この創刊の辞は、名古屋大学教授 高橋

信次先生（体軸横断撮影法を開発）並びに福島県

立医科大学教授 松川明先生である。今を以ってして

「東の松川、 西の高橋」と謳われる所以である。　 

　私事であるが学生時代からTRC などに潜り混ん

では読影バトルに聞き入っていた。入局して薄層多

層断層は 0.5mm 厚ごとの画像を得て、主従する榊

原聰彦先生の紹介で松川明先生に会えた。何に使

うの？ 此れを初めに松川先生は矢継ぎ早に質問さ

れた。リンパ管造影で癌の転移に、放射線治療に、

治療効果判定を -----。深部は？ 回転撮影はクロー

バー型軌道が可能な装置を導入予定、----- またコン

ピュータで画像処理すれば ---。松川先生の最後の

一言は「残る問題は被曝線量だね」 

　最近話題化した CT の被曝、今以って忘れ得ぬ

断層映像研究会との係わりの初めでもあった。定

年に大会長を仰せつかるに当たって考え深いもの

がある。

開催日時・場所について：
　長年の間、企画・運営されてきた秋は 10 月の金

曜日の昼から土曜日とした。これは多忙のなか遠方

から集まりやすく、一泊で済み、閉会後の日曜日を

有意義に過ごせるようにとの主旨からである。 

　場所は、日本大学関連施設である本部・医学部

記念講堂などが予約できず、ホテル等は上記の日時

がとれなかった。本会場は学会開催用の設備なく、

講演される先生方はじめ皆々様方には大変な失礼を

申し訳なくお詫び申し上げます。

プログラム構成の主旨：
　構成は、ここ数年来の各部位ごとのセッション

「中枢神経系」・「頭頸部」・「胸部」・「心臓」・「乳房」・

「腹部」・「骨」・「核医学」を継続しつつ、当会のテー

マは「診断から治療」に関して各学系からの講演を

お願いした。 

　此れからの画像診断は、各部位セッションに加

えて、高齢化は「高齢社会における画像」、健康

増進は「健診・人間ドックにおいて」そして「Ai」、

締めに「医用工学からの一言」を企画した。 

　なお、死因として多い悪性腫瘍・循環器系の画

像診断、患者さんに優しい診療はこの代表的モダリ

ティである CI の発展、予防医学・読影支援などは、

「CBCT」、「ランチョンセミナー」、「PET」などにも

網羅して頂きました。
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小児神経画像診断、最近の話題

相田　典子
神奈川県立こども医療センター 放射線科

日目

平成 26年

10月 24日（金）
1

13：00 〜 13：55

座長：甲田　英一（元東邦大学医学部 放射線医学第 2 講座 教授）

14：00 〜 14：50

座長：阿部　修（日本大学医学部 放射線医学系 主任教授）

脳腫瘍の画像診断
：脳神経外科の立場から

吉野　篤緒、片山　容一 *
日本大学医学部 脳神経外科学系神経外科学分野 教授 
*日本大学医学部 医学部長、日本大学病院長

神経膠腫と画像上鑑別が
問題となる脳病変

山田　晴耕
日本大学医学部 放射線医学系

小児

中枢
神経系

膠芽腫は、全脳腫瘍の 9.1% を占め神経膠腫の中

で最も頻度が高い。また、摘出術、放射線治療、

化学療法を組み合わせた集学的治療を行っても生

存期間は１年半程と最も予後が悪い。近年、The 

Cancer Genome Atlasプロジェクトが開始され、が

んゲノム異常の網羅的解析が組織的に行われるよ

うになった。膠芽腫は最初のプロジェクトであり、

2008 年の Nature を皮切りに新知見が報告されてい

る。一方本邦では、temozolomide、gliadel（BCNU

ポリマー）、bevacizumab などの治療薬の選択肢も

増えてきている。そこで膠芽腫を中心に、最近の知

見を解説し、脳神経外科では何が問題となっている

かを提示する。
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日目

平成 26年

10月 24日（金）
1

診療に役立つ画像診断

15：00 〜 15：30

座長：本田　憲業（埼玉医科大学 総合医療センター 教授）

非放射線キセノンガス１回吸入と
２重エネルギー撮影によるＣＴ換気図と臨床応用

本田　憲業、柳田　ひさみ、中山　光男 *、教山　紘之 **、植松　和嗣 **
埼玉医科大学総合医療センター放射線科、* 呼吸器外科、** 呼吸器内科

胸部

慢性閉塞性肺疾患（COPD）は今後増加し、世界で３位の死因になるとWHO は見積もっている。COPD の早

期発見や重症度の層別化、治療効果判定を容易かつ精度良く検出する画像診断法の開発は意義多いと思われ

る。我々は非放射性キセノンの肺活量吸気一回後の息止め下の二重エネルギ CT 撮影と、撮影画像から成分分

解法によってキセノン濃度画像（Xe 画像）を作成する技法を開発したので報告し、本法の将来展望を含めた適

用を考察する。

Xe 画像の原理は、非放射性キセノンは空気よりも密度が高いため、キセノン吸入により肺 CT 値が上昇するこ

とである。キセノンガス吸入前後の単純なサブトラクションでは CT 値の上昇が少ないこと、位置ずれがあるこ

とから、ノイズがきわめて多く画像診断や解析に適さない。二重エネルギ CT 撮影と成分分解法によりこの問題

が克服された。

Xe 画像の応用として、術前 Xe 画像による術後肺機能の予測、COPD における換気異常の検出、Xe 画像の統

計量（モード、SD など）による疾患の重症度判定と治療効果の確認を我々は検討しており、その成績を報告する。
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日目

平成 26年

10月 24日（金）
1

15：35 〜 16：25

座長：長尾　建（日本大学医学部 内科学系 循環器内科学分野 教授）

低侵襲的画像診断が有用であった
小児心疾患の経験

神山　浩
日本大学医学部 医学教育企画・推進室

核医学画像

松本　直也
日本大学医学部 内科学系 循環器学分野

16：30 〜 17：25

座長：天野　定雄（日本大学医学部 外科学系 乳腺内分泌外科学分野 教授）

乳房の画像

天野　定雄
日本大学医学部 外科学系 乳腺内分泌外科学分野 教授

心臓

乳房

診療に役立つ画像診断



第 43 回 断層映像研究会

断層映像研究会雑誌  第 41 巻 第 2 号90-（46）

9：00 〜 9：45

座長：古阪　徹（日本大学医学部 耳鼻咽喉・頭頸部外科学系）

10：40 〜 11：20

座長：德橋　泰明（日本大学医学部 整形外科 教授）

涙道画像

加島　陽二
日本大学医学部 視覚科学系 眼科学分野 准教授

ビスホネート製剤による顎骨壊死

小池　文彦
日本大学医学部 耳鼻咽喉・頭頸部外科学系
歯科口腔外科学分野

9：50 〜 10：35

座長：本田　和也（日本大学歯学部 歯科放射線学講座 教授）

CBCT 開発の経緯

新井　嘉則
日本大学歯学部 特任教授　

医科領域における CBCT の活用

小川　洋
福島県立医科大学会津医療センター
耳鼻咽喉科学講座 教授

ロコモティブシンドロームの画像診断

德橋　泰明
日本大学 医学部 整形外科 教授

頭頸部

コーンビーム
CT：CBCT

高齢社会に
おける画像

平成 26年

日目

10月 25日（土）
2
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ランチョンセミナー	 11：30 〜 12：30

座長：福田　国彦（東京慈恵会医科大学 放射線医学講座 教授）

肝癌の輪郭像と予後因子

中山　壽之
日本大学医学部 消化器外科

12：40 〜 13：30

座長：髙橋　健夫（埼玉医科大学 総合医療センター 放射線腫瘍科 教授）

放射線腫瘍学の立場から

髙橋　健夫
埼玉医科大学 総合医療センター 放射線腫瘍科 教授

放射線治療計画と効果判定に
おける画像の有用性

長谷川　正俊
奈良県立医科大学 放射線治療・核医学科 教授

13：35 〜 14：25

座長：原留　弘樹（日本大学医学部 放射線医学系 准教授）

肝の画像診断

原留　弘樹
日本大学医学部 放射線医学系 准教授

 

肝腫瘍性病変に対する総合診断
としての超音波診断の役割

小川　眞広
日本大学医学部 内科学系 消化器肝臓内科学分野 
准教授

肝癌のCT
画像診断と
形態分類

放射線
療法における
画像

腹部

平成 26年

日目

10月 25日（土）
2

診療に役立つ画像診断
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PET 検査と精神・神経疾患

今林　悦子
独立行政法人 国立精神・神経医療研究センター
脳病態統合イメージングセンター 臨床脳画像研究部

腫瘍 PET トレーサの現状と課題

山根　登茂彦
埼玉医科大学 国際医療センター 核医学科

心臓 PET：最近の話題

福島　賢慈
東京女子医科大学病院 画像診断核医学科

健診・人間ドックにおいて	 14：30 〜 14：40

座長：谷　樹昌（日本大学医学部 総合健診センター 所長）

未破裂脳動脈瘤の画像

須磨　健
日本大学医学部 研究所准教授（板橋病院救命救急センター）

14：45 〜 15：55

座長：久慈　一英（埼玉医科大学 国際医療センター 核医学科診療科長 教授）

此れからの
画像

核医学に
おいて
：PET

平成 26年

日目

10月 25日（土）
2

診療に役立つ画像診断
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16：00 〜 17：30

座長：高野　英行（千葉県がんセンター、Ai 学会理事長）

市中病院における
オートプシー・イメージング

塩谷　清司
筑波メディカルセンター病院 放射線科 診療科長

世の中から求められる
Autopsy imaging

高野　英行
千葉県がんセンター、Ai 学会理事長

独立型第三者 Ai 読影センターの
実績と有用症例

山本　正二
Ai 情報センター 代表理事　

17：30 〜 17：40

座長：糸井　充穂（日本大学 医学部 一般教育学系 物理学分野 准教授）

医用工学から見た画像診断

新保　宗史
埼玉医科大学 総合医療センター 放射線腫瘍科 准教授

死後画像に
おいて

医用工学
からの一言

平成 26年

日目

10月 25日（土）
2

診療に役立つ画像診断
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閉会に際して：
　当会の発表は高く評価され此れのみでも日本医学

放射線学会の発表に準ずるものであります。投稿も

同様にして余りあります。 

　また編集委員長の署名にて、現時点においては二

重投稿になっていません。是非とも早めに投稿して

頂くことをお願いして閉会の辞といたします。

謝辞：
　最後に当プログラム企画にあたり、演者たる力を

身に着けた医局員、同時に此れを短時間で指導され

た阿部修先生ならびに原留弘樹先生に深謝します。

　末尾ながら、各委員会・寄付・広告・労務提供・

協力機関など裏方に徹しながら大いなるご尽力を頂

きました方々に心から御礼を申し上げます。

後書






